









ム ラ ー ダ ー バ ー ド市 の 教 育 機 関
プシユペーン ドラ 。ウメー シユパールJヴ アルナ ワー ヴレ
〔概 観 〕
現在,約15平 方KMの市街地 に272,652人(1971年国勢調査)の 人 口を擁す る過密都市
一 ムラー ダーバー ド市は,広 大なイン ド亜大陸に広がる北 部州(ウ ツタル 。プラデーシエ)の 一
地方一 ムラーダーバー ド県の中心都市である。また産業貿易都市 として発達 し,現 在30万 人を
越える入 口は,1996年 には,57万 人にな るもの と推定されている.本 市は1977年1月
26日 より,新 設の ムラー ダーバー ド管区の管区庁所在地 になることになつてい る.
海外貿易の面では,当 市の真鍮製 品の輸出は,世 界に誇るに足る もので,最 新 のモデルをは じ
め,伝 統的な各種の器物や豪華品の鋳造や象脹,彫 金あるいはエナメル加工とい つた技術では,抜
群の ものと認められてい る.当 市の製品は,種 々の唐草模様や多様な形象が,鋭 利 な彫 刻刀によつ
て刻み込 まれ,さ らに幾 種類 もの ラツクが塗 り込まれて優美で魅力的な ものに仕上げ られるのであ
る.ま た踊 り子の足首を鈴の音 で飾るグングiL-(足首飾 り)を 始めとして,寺 院 に涼 しい音 を響
かせ る鐘や鈴,そ れに宴席 で健われ る酒器か ら,王 侯の館 を飾る置物に至 るまで,真 鍮美術工芸 品
の魅力は,ム ラーダーバー ドの職人達の営 々たる日々の所産であるといえ よう.
ムラーダーバー ドの魅力 とNえ ぱ,黒 色線描画があけられる.こ れは,器 物に刻み込'まれた画
像に黒色の ラ ツクを流 し込 むもので,絵 の背景 をなす地の部分には,白 つぼ く輝 く磨 きのかか った
真鍮の素材が選ばれる.こ れは文様,画 像 をバ ックに彫 り刻み,そ こに黒 ラックを塗 り込む もので
あるか ら,絵 像は地の白光色に浮 き出て見えるわけである.
これほ ど盛 んな世界的な産業なので,次 第に国からの補助や援助を受けるよ うにな つて きては
い る ものの,こ うした技術は当地 では伝統的に受け継がれて きた ものでしかな く,技 術伝授の正規
の訓練所 とか養成所は,当 市には未だ もつて一っ もない.
〔ム ラー ダーバー ド市略史 〕
現在 のムラーダーバー ド市は,歴 史の未 だ浅 き文明未 開の時代 には,ヌ 厶(Sur.とか クシ ユン
ガ(Kshun數1とか呼ばれた飲料の原料になった り,紙 やひもの原料 として用い られたデ イーカ草(
班㎞a)の茂 る地方であり,続 くアー リヤ人の手になるサ ンヌク リツト文献に診いて順を追えぱ,
マデ ィヤ 。デーシャ1の ウツタラガー(U七tarag'a}の地 であiパ ンチヤー ラ王国(...Pailcala
Nia.hajanapada)2のヱーカチヤクラー(Fkacakra)3やブ リグプラ 。マイ トウニーヤ(Bhrgupura
-Maiち㎞肛ya)の地 であ り,ま たラ一ージプーr時代以降 もムガル朝時代 のほぼ初期に至 るまで,カタ
ハ ラ(Kathahara)地方 の中心都市 として繁栄 した。その後1632年 に,こ の町は ラージプー ト
族か らムガル皇帝シャー ジヤハーン4の 手に移 り,シ ャージャハ ーンの慮子ムラー ド(Mur弖d)5
王子の名に因んでム ラー ダーバー ド(Murad‐....)と命名され発展 したのであつた.ム ラー ダ
ーバー ドと呼ばれる以前 この町は,ラ ージプー ト族の勢力の及んだカタハ ラ地方 の ラクノール(
エa㎞ねaur)として歴史上有名な都市 でもあった.1555年,カ タハ ラのバー スシン(Basusinh)
王は,史 上初めて大規模な市場をこの町 に開設 した.昔,市 場があった区域 は,現 在 もバース市場
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(獗suMandlとかBasu}αMandl)と呼ばれている.ム ラーダーバー ド市に澄け る鋳物業の発展
は,カ タハ ラ。ラージブー ト歴代の王に負 うてい るのである.
古代のカタハ ラ地 方は,現 在のルヘ 一ール カン ド管区(Ruh3ユユdla夢"Mahajaaapa¢=C◎㎜is8ion3♂y)
と呼ばれる一帯 であり,ム ラーダーバー ド市は,当 管区のムラー ダーバー ド県(Ja.napad)の中心
都市である.当f7の古代の教育及 び文化の変 遷を論ず るに当た り,こ の`カ タハラ 、二とい う語を説
明 しておこう。
K.athaharaとは,ヴ ァイシヤムパーヤナ(Vaishampayana)聖哲(リ シ 〉の弟子であり,ヤ ジ
ユル 。ヴエーダのカ タ派(『 カタ σウバ昌シヤvド 』6)の`カ タ 、と名乗る哲人の学統を継承す
る人.カ タ派の釈義者 とい うことで,カ タ派か ら秀逸な ヴエー ダ釈義者 であるバラモンがt{;した
地方が正κこの地方であったわけである.
マハーバー ラタの戦闘後,ジ ヤラーサンダ(Jarasandha)の後継者 サハデーヴ ア(Sahad3va)
よリヌシユラマナ(Sushramana)に至 るまで八十二人の王の系譜が記録されている 五十五代 目
の ワースデー ヴア(Vasudava)王は,古 代の ムラーダーバー ド地方の征服者 として記されている.
広大なカタハ ラの地には,ジ ヤィナ教文化 とと もに仏教文化 も開花 したが,ム ラー ダーバー ドの市
街部は,仏 教文化の一中心として栄えたことが あり,今 日に至るもそれは,ナ ー ト派,7左 道派8
及 び寺院の形でその名残を留めてい る.西 暦546年 頃,ヌ シユラマナ王がムラー ダーバー ドを支
配 していたが,そ の頃現われた八十四人 のシ ツダ(Siddha)9の代表的な存在であったカーニバ ー
。シ ッダ別名カーンハパー ダ(K乙nip乞,K乱nhapada)の一一門は,今 も当地のK勧ipδkigh等iyaと
い う地名に名を ととめてhる.プ リツトヴ ィーラー ジ(Prthviraj)ユoの時代に現われたジヤー ド
ン(m。n)と い う王は,こ の地方f}J身であった.1350年 には,カ ダグシン(Khadagsinh)
が,1424年 には,ハ ルシン(Ha,rsinh)王が,1500年 には,ジ ャガ ツトシン(Jagatsinh)
が,こ の地方の支配者 とな つた.1624年 から1632年 まで続いた ラージプー トとムガル・との
戦いで,前 者が敗れ,そ の結果,ラ クノール(Lakhnaur)と呼ばれた ラージプー トの城砦 とその
一帯が,ム ガル皇帝ア クバルの皇子 ムラー ドの名に因んでムラー ダーバー ドと称され,そ れ以来ず
つとこの町は,ム ラー ダーバー ドと呼ばれて きてNる.
(ムラーダーバー ドの古代の教育状況)
ムラー ダーバー ド市は,古 くは ドローナ(Draupa)1]の如 きアーチ ヤー リヤ,パ ラシユラーマ
(Para.shurama戸2の如 き家門の師,ブ1丿グ(Bhrigu)ユ3の如 き哲人,ド ウルパダ(Drup記a)ユ4
の如 き王が活躍 した地に位置してNる.ま た市街地の古称は ブ リグプラ。マ イ トウニーヤであるこ
とか らして澄そ らくこの地方では,時 代の要請に応 じて教 育文化 に も発展が見 られたことであろ う.
そ れaカ タハ_tの 語源については先に触れたが,ム ラーダーバー ドの旧 き呼称 と¢て使われて
きた`カ タハラaと い う言葉こそ,こ の地の人が,ヴ エー ダの学習者であつたことを物語つている.
ムラー ダーバー ドには現在 もなお,ヤ ジxル 。ヴェーダのカタ派に属す る優秀 なバ ラモンが住んで
Nる.
時代の変遷に伴N,仏 教 もその影響を受嫉変わ つてい つた.仏 教の変遷については周知の通 り
である.カ ーニパーについては先に触れたし,ナ ー ト派について も言及 した.ナ ー ト派について付
言するならば,ム ラーダーバー ド市 には今 日なお・,この派 の伝統 を受け継 ぐヨーギーが多数 旧習を
保持 している.チ ヨウラーシー 。ガンター(八 十四個の鐘)寺 院 とか,カ ー ニパーのガテイヤー と
い つた ものは,そ うした ものの学統 の名残なのである。
ナーr派 の衝 この地方では,タ ン トラ教左道派が勢を得た.左 道派の中で もア ゴール癬5の
ブラー フマンは五Mの 行法(マ ツヤ(Natsya魚),マデ ィヤ(惚dya酒),マ ーンサ 《1VLamSB肉).
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ム ドラー(贓d掘 印契),マ イ トウナ(Maithuna交接)〕 に没頭 し,修 避法や秘儀 をヨーガの名
の もとに受け継いで きたのであつた.現 在 もこの派 に属する人たちは,ム ラー ダーバー ドにかな り
の数見ti;される.し かし卑猥に して,か つ野卑 な秘儀 と悟 った一派の人たちは,こ れまでの行法を
自ら放棄し,一 般市民として魚屋 を生業に市民生活を澄 くつている.
ヴァーツヤーヤナ(鴨tsy的ana)の『カーマ 。ヌー トラ』第一部第三 章十七節に よると六十四
芸(性 愛の技巧)も イン ドのこのパ ンチ ャー ラ地方で完成 した ものであ った.(Pancalikica
catuhsasthirapara)古代に翁ける外科療法に よる性転換の例は,シ カンデ ィー〈Shikhand3)16
に見 られる.カ ーマ ・x一 トラによると,こ の地方では性愛学がかなりの発達をみたよ うである.
イン ド各地に送 り込まれた ヴィシ ユカ ンヤー(Viskany互)ユ7やビンガ ラー(Pingala)18の娘達
は,実 にこの地方で養育され.訓 練を受けたのである.昔,遊 廓や若者宿のあ つた場所はそ の名 と
と もに今も市内K残 つている.ラ ージャシェーカラ ユ9によると,こ の地方で演劇術や舞台技術 も
培 かわれて きたとい うことである.ま たこの地方の魅力は,何 とい つて もこの地独 特の結 髪術にあ
り,市 内に残 るシユンガ王朝2(期の彫像か らうかがい知れる.
〔中世の教育状況 〕
インドは10世 紀以降,政 治的に混迷 した時代が続いた.シ ツダ派,ナ ー ト派の時代か ら次の
時代に入つて,外 部か らの侵略,異 教の伝道,流 布によ り当時の市街地やその周辺一帯では,宗 教
間 の論難が続いた り,転 宗 を逃れよ うとの努力がなされた りしていた.教 育 とい うほ どの正規の学
問,研 究 に関する記述や言及は全 く見当 らない.も ちろんこの時期にカビール派2ユとか ウダー シー
ン派 鴿が,こ の地で活躍 したことは確かである。カビール派は左道派 に相対 して生 まれ たものであ
るが.現 在 も存続 している.ウ ダーシーン派は2年 程 前にそのマハ ン ト(僧院及 び学院 の長)で あ
られたアーチヤー リヤ 。ミシユリー ラール氏の急逝によ り大 きな打撃 を被 り,ア ーユル ヴエー ダ(
インド医術)に よる無料旋療 の慈善事業 もこの僧院か らもはや姿を消して しまい.学 院 の運営に も
混乱 をきた してい る.現 在.ア ーチ ヤー リヤの唯 一人の孫が祖父を継いで僧院長の座にあるが,ま
だ若輩の身で目下祖母 の庇護の下で勉学に励んでい る.
一説にょる と,左 道派の行法 がはびこつていた この町は,シ ャージヤハーン時代にペル シア語
教育が イヌラム教伝道師の活動の影響で盛んにな り,オ ー ラングジエーブ帝23の 時代 に至つて マ
ドラサー(Madrasah,宗教学校)と な つたとい う.だ が,こ の宗教機関の存在 を証す るものや遺
跡 を,筆 者はまだなに一つ確認するには至つていない.
(イギ リス統治時代のム ラーダーバー ド市の教育 〕
1802年,東 イン ド会社は,ア ワド(Awa(洫)24のナワー プ(太 守)か ら,ム ラ ・ーダーバ
ー ドの町 もm ,そ の支配下においた.東 イン ド会社に より,こ の地に初めて砲台が梅築された・
砲術訓練はカルカ ツタで行われていた.そ の後20年 代に入 つて。会社当局により,市 内に小学校
が三校開設 された.そ の内の二校は,い わゆるセポイの反乱,す なわち1857年 の独立戦争勃発
に伴N,閉 鎖のやむな きに至 ったが,あ との一校はその後 も存続 し,こ れが現在我 々が知 るところ
の タフシー リーzク ールlTahs313Soho。1),すなわち郡立校、 もし くは官立 モデル校 と呼ばれて
い る ものである.男 子校だつたこの学校は,1976年 度か ら完全に女子校に変わ つてい る.
1857年 のセポイの反乱後,イ ギ リス当局により,こ の町の教育行政に も関心が示され,工
業高校の設 立をみるに至 つた.こ の学校は,イ ギ リス統治時代初期の1858年 に英政府の支配下
に知かれていた北 イン ドの各地方に一 斉に設立 された五つの学校の内の一つであ つたとい うことで
ある.し か しこの技術訓練学校 もそ の後1926年 には.シxリ ー 。サー ンワル ダー ス 。サダンラ
ール 。カ トリー ・ トラス ト(tiSawaldasSadanlalKhatriT2,.Os七)に引 き渡 されることになつたがi
3
こ こ で は 現 在 も電 気 技 術 や そ の 他 種 々の 専 門 技 術 が 修 得 で き る.
セ ポ イ の 反 乱 後,他 に も う一 校,プ リン ス 。オ ヴ 。 ウ エー ル ズ 鉄 道 学 校(Princ3cfWaユ3S
RaiユwaySch。・ユ)と い う私 立 学 校 が,鉄 道 職 員 に よ つ て 開 校 さ れ てNた.当 学 校 の 設 立 年 月 日は
不 詳 で あ る が,登 記 関 係 の 書 類 が 見 つ か つ て お り,そ れ に よ る と1869年 に は 順 調 に 運 営 さ れ て
Nた よ う で あ る.当 校 の管 理 及 び 運 営 に は 当 時 連 合 州 の 学 務 局(D3partm3nt。fpub」ic
エnstruction)があ た つ て い た.
ム ラ ー ダ ー バ ー ド市 内 に は,連 合 州 の 学 務 局 の 管 轄 下 に 官 立 の 小 学 校 も二 校 あ つ た.ア ー ダ ル
シ ユ 。タ フ シ ー リー 。 ヌ ク ー ル(郡 立 モ デ ル 校)と ガ ヴ ァ メ ン ト ア クー ル(GovernmentSch。。ユ)
と か そ れ で あ る.1857年 の 反 乱 で ガ ヴ ァメ ン ト 。 ヌ クー/Lの 機 能 は 一 時 中 断 し た が,1867
年 に な つ て 再 開 さ れ た.爾 来,今 日 ま で こ の 学 校 は ム ラ ー ダ ー バ ー ドの 城 砦 の 廃 虚 に 建 て られ た 校
舎 で 授 業 を 行 な って 澄 り,イ ン タ ー 。カ レ ッジ と な つ て か ら も,は や 百 年 以 上 に な る.タ フシ ー リ
ー ・ ヌ ク ール は ,現 在 も ラー ジ キ ー ヤ 。ア ー ダ ル シ ユ 。ヌ ク ー ル(官 立 モ デ ル 校)と し て 八 年 級 ま
で の 児 童'?/'!f,織り 刺 し ゅ う,編 物,製 本 術,木 材 工 芸 等 の 技 術 指 導.教 育 が な さ れ て い る.19
76年 か ら,男 子 校 か ら女 子 校 に な つて い る.
1863年,ア メ リカ の キ リ ヌ ト教 奉 仕 団 が ア メ リカ 方 式 初 等 学 校 を初 め て ム ラ ー ダー バ ー ド
の 地 に 開 設 し た.現 在 も タ ー イ タ ス小 学 校(Titus皿eme鷹aヱySch。01)と 呼 ば れ て 存 続 し て い
る.同 奉 仕 団 の 企 画 運 営 委 員 会 の管 轄 下 に,後 年 パ ー カ ー 。 ヌ ク ー ル(ParkerSch。1)と メ ソ
ジ ヌ ト女 学 校(Meth◎distGirユsSch。ol)の二 校 が 開 校 さ れ た.メ ソ ジ7ト 女 学 校 で は190
8年 以 来 教 師 養 成 もな さ れ て き た が,今 年 で廃 止 さ れ た 。 こ の 二 校 は と も に 現 在 イ ン タ ー 。 カ レ ッ
ジ(工nt3rOoユlege)にな つ て い る.
1879年 に,イ フ ラー ム 教 徒 の 子 弟 の 学 校 と して 。 市 内 の シ ヤ ー ヒ ー ・ マ ヌ ジ ツ ド(Shahs
Ma,sjid)内に シ ャー ヒ ー 。マ ドラ サ ー(oarilMadrasah)が 開 校 さ れ ,無 料 で ア ラ ビ ア 語 教 育
が 授 け ら れ て い る.こ の 学 校 は,デ ー オ バ ン ド(⊃e。band)のデ ー オ バ ン ド 。マ ド ラサ ー(r.3。..
Madrasa)25の姉 妹 校 と な つ て い る 。
ま た1881年 に サ ー ・サ ・ ヤ ド4ア フ マ ドか ン(Si・S・ ・y・d鵬 ・ 堅 ・)26の 勧 め に よ
り,市 内 に ア ラ ビ ア 語 及 び ベ ル シ ア 語 の 教 育 を 目的 と し た 学 校Madrasah`Arbiya㎞葩diyaが設 立
さ れ た.こ の 学 校 で は,教 育 媒 介 語 は ア ラ ビ ア 語 及 び ペ ル シ ア 語 に 限 られ て い る.
偽 統 的 な サ ン ス ク リ ツ ト教 育 を施 す 初 等 教 育 機 関 が 発 農 の 機 を得 た.1882年 に,バ ル デ ゥ
オ 。サ ン ス ク リ ツ ト学 校(BaldevSanskritti'idyaユaya)の設 立 を み る 。 現 在,当 校 で は シ ヤ ー ス
ト り一(Shas七rエ)ま で の 課 程 が 設 け られ て い る.
教 育 界 の 覚 醒 と と もに 当 初,認 可 を 得 られ な か つ た 伝 統 的 な サ ンス ク リ ッ ト教 育 の学 校 も後 に
な ρて 政 府 認 可 を 受 け る に 至 つて い る,1899年,ジ ヤ ワ ー ハ ル 。サ ン ス ク リ ッ ト学 校(Taco°°char
Sanskri七Vidyalaya)も同 じ くサ ン ス ク リ ッ ト教 育 専 門 の 学 校 と し て 認 可 を 受 け た.サ ン ス ク リ
ツ トの 碩学 パ ン デ ィ ツ ト 。パ ワー ニ ー ダ ソタ:,ジ ヨ 一ーシ ーlEhawan3dattaJoshi)は同 校 の ア ー
チ ャ ー リ ヤ(教 授)で あ っ た.こ の 天 才 の 力 を得 て,聖 哲 ダ ヤ ー ナ ン ドは 『 サ テ イヤ ー ル ト 。プ ラ
カ ー シs』(SatyarthPrakash)を,1874年 ム ラ ー ダ ー バ ー ドで 首 尾 よ く ヒ ン デ ィー 語 でr
き著 わ し た の で あ っ た.同 書 の 直 筆 本 は,現 在 も当 市 の 正 統 派 ヒ ン ド ウー の 名 門 で あ る故 ラ ー ジ ヤ
ー 。 ジ ャ ヤ キ シ ャ ン ダ ー ス 。チ ヤ ト ウ ル ヴ エー デ イー(Ra謳JayaktshandasCaturv3di)氏の 邸
宅 に,遺 族 の 人 達 に よ り 保 管 さ れ てNる.こ の 時 期 に も う一 佼 パ ル シ ヤデ ィー ラ ー ル 。 ラス トギ ー
。サ ンス ク リ ッ ト学 校(ParshadilalFtas七。giSanskritFathshala)がサ ン ス ク リ ツ ト学 校 と し
て 認 可 を 受 け た.し か し,優 秀 な サ ン ス ク リ ッ ト学 校 で あ っ た こ の 二 校 は15年 来 閉 校 さ れ た ま ま
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である.
ム ラー ダーバー ド市内にアグ ラワール ・ヴァィシユヤ(Agra幅1Vaishya)29に属す る金 融業
の一家 がある.同 家の先祖は,ナ ーデ ィル 。シャ °゜の 圧迫 を受けて,デ リー市郊外 の村落 から
命か らがら逃げて来たのである.ム ラーダーバー ドに移 り住んでか らも,家 業の金貸 し業 を営んだ ・
この商売 では,番 頭 とJ員 がど うして もいる.そ のためムガル朝の末期つまり東 イン ド会社がこ
の地方を掌握した頃 に,同 家の経営の下 に学校が設 け られ,ム ンデ イー文字31及 び符牒が教えら
れた.同 校は1902年,ア グラワール学 校(Agra商ユPathshala),と名 を変 え政府認可を受けた.
しかし現在,こ の教育は,一 家の家業に関連 した ものとしてのみ伝え られてきてい る.数 十年前ま
では,こ の一家の業務は,広 大なイン ドの殆 んどの聖地に派遣 した番頭 と警備員に よつて行われて
いた.ま たイン ドで紙幣が随用されてNな か った当時,同 家の番頭 からフンデ ィ～(}{U客i,一種
の旅行者 用小切手)を 受け取 つて出かければ,巡 礼者は イン ド全国 どこへ行 くに も大変便利であつ
た.し か し,1947年 に この制度は廃止 された.
英領イン ドのイラーハーバー ドの地に,1893年 下級官吏や警察職員養成 を目的 とした養成
所が開設 された.1909年 同校はムラー ダーバー ド市に移転,1935年 にはカ レッジに昇格,
現在,警 察庁職員や警部補 な らびに下級の警察官の養成訓練に当た つてNる ・1362年izは,法
令調査 資料部 も設置 されるに至つた.
1904年,ム ラーダーバー ドにムス リム学校が開校,1912年 に中学校にな り,さ らに1
916年 には,ハ ィヴィ ト。ムス リムtハ イスクール(HaivititigaslimHiE;r.School)と名 を変え
現在 インター 。カレツジとして存続 してい る.
1909年,市 内にイスラーム教教育の振興を目ざ した高等教育機関及 び研究所 として,ジ ヤ
ミヤー 。ナイー ミヤー(JairiyaNaimiya)が設立された.私 立学校ではあるが,一 流の教師 を擁
した大学 レベル並の高度の教育 を授けている.,
1yll年,市 内在住の金融業者の組合が,ヒ ン ドゥー中等学 校lHinduIVLbddユeSch。。1)を
設立 した.同 校は1916年 には高等学校,さ らに ⊥937年 にはインタ 一ー・カレ ッジ と姿をかえ
正規の学校 として現在 も続 いてNる.
⊥934年,女 子教育 を主眼 としたインター 。カ レッジが開校 された・ゴークル ダース女子カ
レッジ(GGKUユdasGirlsC。Uege)がそれである.こ の学校は,理 科及 び教 育学 の講座が充実 し
てNる.
1917年 には,宗 教普及 を目ざして,サ イデ イヤー学校(藍てadrasaSaユdiya)も開校された.
今世紀30年 代にはムラーダーバー ドにアー リヤ 。サマージJ=の 勢力台頭に伴い,ア ー リヤ
・サマージの理念cz基づ く,略 称N.A.V.す なわちナシ ヨナル ・アングロ。ヴエーデ ィツク。
ス ク_ル(N。七i。。・Aug・V・d・S・h…)33と呼ぱれる学校が設立された・高等学灘 での生徒
を対象にした教科が教え られているが,現 在は,H.MB.大 学予7'i(インターミティs一 ト゜
カレツジ)に な つてい る.
1944年,ム ラーダーバー ドの商人 シ ユり一 。ラグナン ダン氏は,ラ グナ ンダン。ナシ ヨナ
ルスクール(Raghunaηda≧1RatiOnaユSch。oユ)を開校 した.製 本,裁 縫,農 業関係の教育を施 した
が,1947年 には中等部,高 等部を もつハイス クールとして認可を受けた ・現在 も当市の一流の
インター ・カ レツジとして存在 している.
献 のアー')ヤ.サマージの腮 下 に ヴ・一 ダの鯖 の伝統につ らなるグ・レク・レ34斌 の
学 校一 ・丿シ クル ・サンスクリッ ト学校(RsikulSanskritVidya]aya)が,1924年市内に開
校 された.現 在 もアーナヤー リヤ(サ ンス クリツトの修士号)の 課程まで学 べるサンスクリットの
r
最高学府である.
実業学校 として1926年 にS.S.K.商 工学 校(S.S,K.C。mrn3rciaユandTndustriaユ
C。ユ1ege)が設立され,後 に高等学校 として認可された.現 在 インター 。カレ ツジになつている.
同校 では治金術,商 業,皮 革工芸,裁 縫,編 物,製 本術のほかに十 一年級 までの理科や工芸が教 え
られている.電 気技師の コースもある.
その他の学校1850年K町 村の小学校を再編成 し,ア ーダルシ ユ。ス クールとか ヒン ド
ウスターニー 。ス クールとか呼ぶ 初等教育 レベ ルの初等学校 が設立 されたが,そ の後それ らは,県
の初等教育部の管轄下に置かれた.一 方,都 市部の学校は市の保健 。教育課の管轄下にあ った.1
913-14年 度には,下 級小学 校が設け られ,図 画.村 の地理,自 然観察,体 育の教科が必須科
目として教え られた.上 級小学 校 も数校開校され,そ のい くつかは,191J3年 に県の初等教育部
の管轄下 に移 された.ま た,ム ラーダーバー ド市の官立女学 校(中 等級)と 市立の上級小学 校が,
A:ngユ。MiddユeScr.。。1として認可 された.
1947年8月15日,イ ン ドは独立を獲得 した、当時,上 記の学校や高等学校の外 に市 自治
体(N血nicipalBoard,Muradabad)におかれていた小学校は三十九校,中 学 校は二校存在 した.
バ トワー リー(Patwari)35養成 専門の学 校 もあった.
(独立後の教育状況)
1947年8月15日,イ ン ドは独立国家 となつた.独 立の女神の降臨に伴い,国 は あらゆる
分野で幾多の改革 を試みた.ム ラー ダーバー ド県は,北 部州西蔀の重要な地域であ り,そ のム ラー
ダーバー ド県 の中心都市であるムラー ダーバー ド市は,教 育文化の面でもその他の面で も大いに発
展 を遂げた.学 士号や修士号が取得 で きる大学 が,五 校 も設 立された.工 業技術 専門のカレ ッジ(
P。ユitschnicC。ユユege)一校,工 科大学 工.T.1.(IndustriaユandT3chnical工鵬ti加te)
一校,医 科カ レツジ(MedicalO。Uege)一校,ま た数多 くのサンスク リツト学校,市 自治体運営
の小学校,イ スラーム学校等の開設をみた.1973年12月31日 現在の ムラーダーバ ー ド市の
教育状況は,次 の通 りである.な お・就学者の年齢,生 徒数及 び教育機関等 の解fU`t当た り,教 育状
況調査報告書の表を参照した.
第 三 次 イ ン ド全 国 統 一 教 育 普 及 状 況 調 査 報 告 書
(都市 部一覧第二表)
1973年12月31日 現在の状況
(1)州 名 一 ウソタルJプ ラデーシユ(北 部州)
(2)県 名 一 ムラー ダーパー ド
(3)開 発 プロ ツク名 一 ム ラー ダーバー ド
(4)市 名 一 ムラー ダーバー ド
(5)市 の規模(人 口による区分)一 人 口10万 人以上の都市





(b)指 定 カ ー ス ト及 び 指 定 部 族 入 口
種 類 男 性 女 性 合 計
指 定 カ ー ス ト7,9306.10414,084
指 定 部 族351283634
(c)市 に 知 け る 就 学 年 齢 層 別 人 口(推 定)






(7)職 業 別 人 口(1971年 国 勢 調 査 に基 づ く)
(a)労 働 者 数 男 女 計
(1)農 業4,34951684,513
(2)農 業 以 外 の 職 業66,3721,66468,036
(b)非 労 働 者 数
男 女 計
77,456122,647200,103
(8)市 内 に 所 在 す る 認 定 校 数
学 校 名 学 校 数
男 子 校 女 子 校 共 学 校 合 計
幼 稚 園(保 育 園 を 含 む)一 一33
初 等 学 校22105486
初 等 中 等 学 校51111鳳27
中 等 学 校5i-6
高 等 中 等 学 校__11
予 科 大 学1311-24
教 員 養 成 所35-8
そ の 他 の学 校
(ユ)サ ン ス ク リ ツ ト学 校4
② ア ラ ビ ア 語 学 校5
(3)養 護 学 校 ・0




性 別 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女
%11.211.712.913.27.27.36.66,4212.1
人 口17,50815,36520,16517,33411,2554,58610,3178,6043,2822,757
(註 上記の資料は ムラーダ 一ーバ ー ド市教育課の提供に基づ く)
北 部州は教育部門だけを見 て も,イ ン ド全国の約16.5%の 児童 。生徒の教育を預か つてお リ
ムラー'ダー バ ー ド市は 伺州の新興都市であると同時に教育文化の中心地で もあるわけで,同 市の
義務教育年 限を含む就学年齢児童生徒数は,115,973人に上 つてい る。しかしこの学童生徒数 に対
して学校は大小合わせてわずか155校しかない.ま た教育費の割合,予 算 に関 しては,1950-
51年 度には,児 童,生 徒1人 当た り年に1.15ルピーの出費であ つたのが,1973-74年 度
には,9.08ルピーに伸びてい る .ま た3慶 にわたる第一次五ケ年計画実施 に伴い計上された教育
予算の うち60%が 初等教育に,15%が 中等教育に,そ して 生%が 大学教育に振 り分け られ,残
り10%は 教員養 成や学生軍事教練隊(Nati・naユCadatC・rps‐略称N。C.0.)等 に割 り当
て られた.第 四次五 ケ年計画での教育費の内訳は.67%が 初等教育費,17%が 中等教育費,10
%が 大学教育費にあてがわれ,残 り10%か 種 々の 目的に活用された.
第五次五ケ年計画の初年度には,初 等教育に5感%,中 等教育 に24%,高 等教育に6%,大
学 予科に3%,そ の他の教育活働に2%の 予算が見積 もられている.ま た 日進月歩の教育界の状
況 を把 握し適確に対応 し質的向上 を図るべ く,州 には高等教育,中 等教育,初 等教 育の各部門担当
の監督 官がi名 ずつ第四次五 ケ年計画で任命されてい る.
〈初等教育〉
北 部州に於ける初等学 校(6～11歳)就 学 児童数は,1946-47年 慶1,008,000
人であつたのが1960-61年 度には4,093,000人にな り,10年 後の1970-71年 度
に至 つては,10,865,000人 と大幅に増加している.ム ラーダーバー ド市の生徒数37>499
人 もこの中に含まれているわけである.
北 部州 の初等中等学 校(SviiiorBa:isScho。ユ中学校)は,1945-46年 度には1,676
校だ つたのが,1960-61年 度には4,335校 に増え,1970-71年 壓には一時8,787
校に も上 った.初 等中等学校では,11-14歳 の生徒が学んでお り,ム ラー ダーバー ド市のその
数は20,841人にのぼる.
北 部州では,当 切初等教育機関は,全 部各都市の自治体の管轄下にあつたが,1972年 に初
等教育条令が制定され,学 校の管理は以後,新 設の初等教育会議に全面的に委ねられることにな つ
た.現 在,初 等教育の運営には県の初等教育局の局長,視 学宮などが当たつてい る.'また,社 会建
設作業活動の一環 として最 も身近な規模で麻織 りの敷物(教 場の床敷 き),黒 板,机 づ くり,あ る
いは教場建築技術等の指導 が行 われてい る.
〈中等教育〉
独立当初つ ま り1947-48年 度には,ム ラーダーバー ド市に知け る中等学校 は全部で10
校だけ であつたのが,第 五次五ケ年計画に至るまでに30校 以上 になってNる.教 育水準の向上 を
計るために高等学校及 び大学予科教育委員会によリカ リキユラム,調 査,研 究 の特別委員会が19
76年 に設置された,ま たこれ より先,1973-74年 度に当市 の中等教育機関全校に理科が教
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科 課 程 に 組 み 込 ま れ る よ う に な っ た.1971-72年 度 以 降 、 国 の 援 助 を 受 け て い る 私 立 の 高 等
中 等 学 校 の 教 員 の 給 与 及 び 諸 手 当 の 支 給 の 管 理 責 任 も市 の 教 育 課 が 負 う こ と に な つ た.
〈 高 等 教 育 〉
独 立 後,高 等 教 育 もめ ざ ま し く普 及 し た が,さ ら に そ の 定 着 化 をは か る た め に,高 等 教 育 部 門
を 担 当 す る監 督 官 の ポ ス トが 新 し く設 置 さ れ た.ま た そ れ と 共 に 高 等 教 育 の 円 滑 な 運 営 を は か る べ
く高 等 教 育 監 督 局 が 設 立 さ れ た.ま た,全 国 的 な 規 模 で の 高 等 教 育 の 人 事 管 理 計 画 が 実 施 さ れ つ つ
あ る.ム ラ ー タ゜ 一 バ ー ドに は カ レ ッ ジ が5校 あ る が,そ の う ちK.G.K.Posτ一graduateCo!ユege
(1948年 設 立)とHinduP。st--graduataConege(1949年 設 立)の2校 が 市 内 に あ る 男
女 共 学 の 代 表 的 な 大 学 で あ る 。 一 方 女 子教 育 を 目標 に設 立 さ れ たSahuGo㎞ユ飽sGir-Lagroa
σollege(1952年 設 立)に は1964年 に研 究 科 も設 麗 さ れ た.同 校 に は 教 職 課 程 も置 か れ て い
る し,理 学 科(物 理 学 及 び 生 物 学)で も比 較 的 高Nレ ベ ル の 講 嚢 が な さ れ て い る.
女 子 教 育 機 関 と し て,も う1校1960年 に,Dayanal!dBaユdevAryaKa.ny-aDegreeCollege
が 認 可 を 受 け た 、同 カ レ ツ ジ も教 育 学 科 を もつ.
上 記 の4'つ の 高 等 教 育 機 関 の 他 に も う1校,1967-68年 度 にParghadiユalRast。gi
Coユegeが惚harajaHarishcandraDegreeC。ユ1egeと名 を 変 え て 認 可 を 受 け た.ム ラ ー ダー バ ー
ド市 の 上 記 の 計5校 は,以 前 は ア ー グ ラー 大 学(ア ー グ ラー 市 所 在)の 管 轄 下 に あ った が,ル ヘ ー
ル カ ン ド大 学(Bariユエ市 所 在)の 設 立 を み るに 至 つて,197b-76年 度 よ り全 面 的 に 同 大 学 の
管 轄 下 に 置 か れ る こ と に な つ た.
〈 独 立 後 の 予 科 校 及 び 高 等 学 校 〉
独 立 以 後 の 中 等 教 育 の 発 展 に 関 して は 既 に 述 べ た が,高 等 学 校 及 び 大 学 予 科 は,1946年(
独 立 の 前 年)に は10校 余 り し か な か つた の が,現 在 で は40校 に も上 っ て い る.独 立 後 発 展 を 遂
け た 主 な 高 等 学 校 及 び 大 学 予 科 は 次 の と お りで あ る.
1.バ ル デ ウ オ ・ア ー リヤ 女 子 イ ン タ ー カ レ ツジ(BaユdevAヱyaKany?.Ir_tterC。ユlege)19
195z年 設 立2.」.R.ア グ ラ ワ ー ル女 子 イ ン タ ー 。カ レ ツ ジ(」.R.㎏rawalKarya,エnter
CQnege)3.ア ー リヤ 。 サ マ ー ジ女 子 イ ン タ ー 。カ レ ッ ジ(AryaSa.majKanya工n七arCollage)
4.ア ブ ドウ ル サ ラ ー ム女 子 イ ン タ ー 。カ レ ツ ジ(AbduユSalamK跏ya工nterColユege)5.プ
ー ル ワ テ イ ー 。デ ヴ イー 女 子 イ ン タ ー 。カ レ ッジ(Phuユvia?iivVIK鋤yaIllterσ○ユlege)6 .
P.D.A.ラ ー ジ カ ラ ー 女 子 イ ン タ ー 。カ レ ッ ジ(P.⊃.A.Ra,jY.a,laKanyaInt;;rColl3ge)
7.カ ー ヤ ス ト学 園 イ ン タ ー 。カ レ ツ ジ(Kayas七hPathshalaIntsrC。11;-gs)8.プラ マ ー デ ヴ イ
ー 女 子 中 等 高 等 学 校(PramadeviKa町aHigherSec。ndarySch。。1)9 .パ ル シrデ イ ー ラ ー ル 。
ラ ス トギ ー 。イ ン タ ー ・カ レ ツ ジ(ParshadilalRastogiInterCollege)10.ヴア イ シ ユヤ 学
園 イ ン タ ー 。カ レ ッジ(VaishyraP_a七hshalaIntorCoユ1ege)11.ラー ム 。バ ロ ー セ ー ラー ル 中
等 高 等 学 校(高 等 学 校)(RarnBhar・se血1HigherSec。ndarySchco1)12.アグ ラ ワー ル 。イ
ン タ ー ・カ レ ッ ジ(㎏rawal工nterCGユユ。ge)13。 フ ァ ラー 。エ 。 ダ ー レ ン 中 等 高 等 学 校(Falah
-e-DarθnHigherS;condazySchoo])等々 .
〈1947年 以 降 設 立 さ れ た サ ン ス ク リ ツ ト学 校>
1.シ ユ リー 。 バ イ ジ ナ ー ト 。サ ン ス ク リ ツ ト大 学(ShriBa主jnathSanskri憶㎞avidyaユaya
)(1953年 設 立)(一 流 の 研 究 科 課 程 あ り)2.シ ユ リー 。ブ ラー フ マ ン 。サ ン ス ク リ ッ ト学
校(ShriBrah驗nSanskritPathshala)等々.
〈 司 書 養 成 機 関 〉
ム ラー ダー バ ー ド市 に 診 け る 司 書 養 成 の 正 規 の 講 座 は 北 部 州 図 書 館 学 協 会(LibraryScience
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Association)のム ラー ダーバー ド支部の運営の下に1964年 以来開講されてい る.
〈独立後の ウル ドウー語学 校>
1.マドラサー 。ハ ブズル 。クラーン(MadrasaHabbzulQura.n)2.ハヤー トウール 。ウル
ーム(Ha.y'a.tuユUlum)3.ザミール 。フダー(Jamia`uユHuda)等.
〈そ の他〉
独立後 ムラーダーバー ド市では,成 人教育 にも関心が示 され,市 当局 により当初夜間学校が18
校開校された ものの,途 中で管理上のまずさか ら朋鎖のやむなきに至 った.し か し3.4年 後には,
4校が再び開校 され現在に至 つている.
〈教員養成〉
メソジス ト女学校(stn。distGirlsSch。。ユ)は,1908年 以来ず つと教員養成 を行なつ
てきたが,1976年 に都合で廃止 され た.ま た,イ ン ド独立期の主要大学 の一つであり,N。Dユ
Sch。01(師範学校)の 名で発展 した教員養成機関は,現 在官立教員養成所(Rajakiya⊃コ(sha
Vidyalaya)と名 を変え ムラー ダーバー ド市に残 つている.当 校では教員資格 くB.T.C.)が授
一与される.K.G.K.教員養成所はB.T.G.養成を行 っていたが,1976年 廃校になった.
教員養成の道を絶たれた学 生を対象に,上 記の機関に代わ るもの として,ム ラー ダーバー ド市
周辺の開発地帯に養成所が数校設立 された.
〈教育学科 を もつカレツジ(教 員養成機関)〉
市 内にある三つのカレツジが教職課程を もつて細 り多数の学生に教師になる道が開かれている.
当初男 女共学制 を敷Nて いた ヒン ドウー 。カレッジは,男 子学 生のみの養成機関 にな つている.ゴ
ー クルダース女子カ レツジでは,1964年 に女子学生のみ を対象 にした教職課程が設置されて現
在に至 つている.ま たダヤーナン ド女子カレ ッジには1961年 に教職課程が開設された.
〈教員の待遇 と年金制度〉
恩給に関す るいわゆる三特典制度に基 づ き.1964年10月1日 よ り,国 庫補助 を受けてい
る教育機関,学 校を退職 した教職員に対 し,年 金制度が与えられてい る.
1973年2月 より小,中 学校の教 員全員 に対 して,生 命保険制度 が実施され るに至つてい る。
1973-74年 度からはこの制度は中等高等学校の教員に対 して も適用 される ことにな つた.ま
た1973年11月1日 より,補 助金の交付を受けている中等学校 の教職員 も、公務員 と同額の俸
給及 び諸手当ての支給を受けることにな った.申 等学校の教員には昇進に関 して優 遇されている.
〈技術教育〉
独立以前,国 立の主要大学 を除 くと北部州 には.工 科 カレツジ(E:rgin2::ringO。11ege)がル
ルキー(Rudd)に1校 存在 しただけであつたが,1963年 になつて第三次五ケ年計画のもと
にム ラー ダーバー ド市内 にもPolyt3chnicInstituteとよば れる工科カ レッジ(Engineer加g
C。1133)が1校,工ndus七riaユTrainingエnstitu七eとよばれ る実業学校 が1校 開校された.当 市
にあるS.S.K.商工学 校(S.S.K。Commercialandエndus七rialCollege)では独立以前から電
気 技師 を養成 してNる.
〈学 生寮〉
特 に充実した学 生寮 として,ゴ ークルダース女子カ レッジ付設 の ゴー クル ダース 。グジヤラー
テ イー女子寮及び ヒン ドウーカ レツジ付設 の ヒン ドウー教育協 会寮(HinduEducati。naユs。ci3ty
Chatravas)が挙げ られる.ま た,ダ ヤーナン ド。カレツi官 立教員養成所,Governmen七College




サンスクリツト学校では英語が入試科 目及 び必修科 目からはずされ た.
(2)医 学
ムラーダーバー ドでは第三次五ケ年計画 の もとに,デ イプローマ課程(1)ipl。鵬C。u.rs3)を
もつK.G.K.医 科大学 が設立された.
(3)法 学
K.G.K.大学(K.G.K。PostGraduateCollg3)は法律学科の講座 も充実 してNる .当
校の法科は北 部州西 蔀では,最 高 の学生数を誇 つている.
(4)その他 の技術教育
官立中等学校は新 しい試み としてインターの課程に専門技術の科 目を組み入れ,新 し く別個
の課程 を設 け,1960-61年 度 より実施 している.
(5)検察庁
警察学校(1935年 設 立)に 続 いて,1949-50年 度に検察宮学校,(CourtRoom.)が





市内に音 楽学校は3校 あ り,カ ツタク 。ダンス36や タブラー(鼓)奏 法及び声学 等の正規 の
専門教育指導 が行 われている.
以上見て きた ように イン ドの ような広大な国土のこれまた広大 な北 部州の軽工業都市ム ラー ダ
ーバー ド市は北緯28°2'～29°16',東径78°4'～79°にひろがるムラーダーバー ド県の県庁
所在地であって,し かも首都 二s・ デ リーより東方約160KMの 距離にあ り北部鉄道地方管理局
所在地で もある.各 分野 での巾広い教育活動及びその発展振 りに もかかわ らず,こ の町の伝統産業
である鋳物業に対する国の関心は薄 く,近 代的設 備を備えた官立の技術養成所は1校 もない.し か
し,そ の他の面での教育 は順 当な進展を見せてい る.目 下,医 学 部門では,外 科医術の教育の充実
が叫ばれている.家 族計画推進のための指導員養成 瀏練はたいていムラーダーバー ドで行われてい
る.未 来に希螫を託 し,現 在 に自信をもつて進むムラーダーバ ー ド市の教育の未来は明るい といえ
よう.
ヴ ィクラマ暦2033年カールテ イク月白半2日(1976`x-10月24日)記す
`L'ushpandraaUm3shpalVarnwal(ムラー ダーバー ド市立 図書館司書)
〔註 〕
1.Ma,dhyadesha(中原の意味)『 アーイタレーヤ 。ブラー フマナ 』にみえるジヤムナ川とガ
ンジス川にはさ'まれた地域 .
2.tiPancalaデリーの北西 に広がる地方.ま たそ こに居住 した部族及 び彼 らの築いた紀元前7,
8世紀頃の王国.Ktirivaswa王の5人(パ ンチヤ)の 王子 の意味.後 にここを流れるガンジス川を
はさんで北パ ンチ ヤー ラと南パ ンチ ヤーラに分かれる.前 者は現在の ルヘール カン ド地方,後 者は
ドアーブ流域にあたる.『 マハーバー ラタ 』や 『ブラーフマナ 』にみ られる歴史の舞台である.
3.akacakra『マハ ーバー ラタ 』に描かれている地名.バ ン ドウ王の5王 子(パ ーンダヴ
ア)は12年 間の流浪生活 をKicaka国のエ カチヤクラーで過ごす.
11
4.S爛 ε血蕊nム ガル帝国第5。代皇帝(在 位1628-1657)
5.Muralシ ヤージヤハーンの第4王 子
6.clUpa虹 §ad古 ウぐ・ニシ ヤッドの中の韻文で書かれた中期(B.σ.400～B.G.
200年頃)の 名篇.一 神教,サ ーンキヤ,ヨ ーガなどの哲学 的思想を述べたバ ラモン教の根本聖典.
7.臟th派 北 イン ドで勢力のあつたタン トラ教 に基づ くヒン ドウー教の宗派.シ ヤクテ ィ
崇拝,ヨ ーガの実修,秘 教的な礼拝儀式を行 う.
8.左 道派(Vamam3rga)タ ン トラ教 のシヤクティ派(性 力崇拝)は.'L派 と右道派に分 か
れ る.左 道派はシヴ ァの神妃デー ヴ イーの残忍かつ凄惨な姿 をあ らわ してNる カー リー女神や ドウ
ルガーを崇拝 し.酒 肉 を食し,家 畜供儀 をする一派である.
9。Siddhaヒ ン ドウー教のナー ト派や末期仏教 の苦行僧で修行を完成 した者をこ う呼んだ.
10.Prthviraj12世 紀末か ら13世 紀初頭にかけてデ り一地方 を支 配した ヒン ドウー衄
11.Drauna『 マハーバーラタ 』に登場するパー ンダヴァ5王 子及びその従兄弟カ ウラヴア
王 子達の武術の師(ア ーチャー リャ).
12.Parashurarua(「澄の を持った プーマ 」の意味)『 マハーバ ーラタ 』に登場す るパー
ンダヴア5王 子の中の次兄アルジユナの武術の師であ ったが後に大戦争では カウラヴア側の参謀役
を務 めた.
13。Shrguパ ラシ ユラーマを世に出した ブリグー族の始祖 とされる ・ヴエーダの聖哲・
14.Drupada上記のバ ンチヤーラ王国の王.バ ー ンダヴァ5王 子の共通の妻 である ドローパ
デ ィーを娘に もつ.
15..:,,(Agnorpanth)ヒン ドウー教 シヴア派の中の極端 な一派・
16。Shikhard3(男性名),S匝 ㎞a再i亘(女 性名)パ ンチャー ラ王国の王 ドウルパ ダの
娘(シ カンデ イニ 一ー〉として生まれたが後に クル平原の大決戦では勇士(シ カンデ イー)と して描
かれている.
17.Vi§ka衂蕊(「 毒娘 」の意)美 女 を幼少の頃か ら毒物,毒 革で育てあげ,一 人前の娘 に成
長した時敵地に送 り込み,交 会 した男性をその毒の力で殺す と され る伝 説的存在・毒娘はイン ド
古典劇 『ム ドラー 。ラークシヤス 』や11世 紀の説話集 『カター ・サ リツ ト。サーガラ 』等に登場
するよ うに,イ ンドの文学作 品でな比較的 ポピ}ラ ーなモチーフである.
18.Pingala現在の ムラーダーバー ド県サンバル郡(Sambhaユ)の同名の中心地 サンバルを
古 くPinE,aユaと呼んでいた.こ の地で音楽舞踊の訓練を受けそれ を職業 として宮中に仕えた女性.
詩歌をは じめ文武にす ぐれ密偵 として も働いた.そ の女性を ピンガ ラー(P蟄ga源)と 呼んだ・
19。毘jashekhara10世 紀頃のサンス クリツト劇作家.
20.Shunga王朝 マ ウリア王朝崩壊後,紀 元前2世 紀か ら約1世 紀余 り北イン ドに盛えた一
王朝.前 王朝アシ ・一力王の仏教擁護政策の影響 に伴 い,こ の時代 にも仏教彫 刻が教多 くつ くら
れた.
21.Ka,bir派聖詩人カ ビール(1440-1518)の 教 えを受け継 ぐ一派.カ ビールは
ヒン ドウーの改革派 ラーマナンダの12人 の弟子の1人.イ ン ド教 ならびにムス リム教 の聖典や慣
習 を排斥 し,ヒ ン ドゥー教の プーマやゴヴィン ド,そ れにイス ラム教のア ツラー とか ラヒームとか
い う神は,呼 び方 を異に してい るだけですべて同一の神であ るとし,偶 像を排 した一神教に基 づ く
独 自の教えを平易な言葉 で民衆 に説 き,ヒ ン ドウー 。ムス リム両教 徒に影響 を及ぼ した.
22.Udasin派 シク教の教祖 グル 。ナーナクは2人 の息子を斥け,弟 子のアンガ ドを2代 目グ
ルに任命 したため,息 子の1人 シユ リーテ ヤン ドは別にウダーシー ン派 を紺織 した.現 在 も主流派
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の カ ー ル サ 党 や ア カ ー リ党 に 対 し,反 主 流 派 と して 寺 院(グ ル ド ウ ワー ラ ー)で の 教 育 ・慈 善 事 業
に活 動 を 続 け て い る.
23.Aurangzebム ガ ル 帝 国 第6代 皇 帝(在 位1658-1707)
24.Awa(洫18世 紀 の 中 頃 ム ガ ル 帝 国 の 統 一 支 配 崩 壊 後,現 在 の 北 部 州 ラ ク ノ ウ市 を 含 し地
域 に 成 立 し た 小 国.そ の 支 配 者 は ナ ワ ー プ(太 守)と 呼 ば れ た.1802年,イ ギ リス は ル ヘ ー ル
カ ン ドや ア ワ ドの 南 半 分(下 ドア ー ブ)の 国 土 を 併 合 し て しま つた.後 に い わ ゆ る 厂 セ ポ イ の 反 乱 」
を 起 こ し た ベ ン ガ ル 軍 の.」_°イ の3分 の1は,こ の ア ワ ド出 身 者 で あ っ た.
25.D・。bandMadrasa正 確 に はDa.・uユ`ulitmD2。band.1867年に ム ・・ン マ ド ・ カ ー シ ム及 び
ラ シ ー ド 。ア フ マ ドに よ り イ ス ラ ム教 伝 統 主 義 神 学 復 興 の た め デ リ ー の 北 方 約1uOKMに 位 置 す
る エ)e・bandに開 設 さ れ た 神 学 校 で,今 日 イ ス ラ ム 圏 の 代 表 的 な 神 学 校 の1つ に数 え ら れ て い る.
26.11'sayyidAhmad...(1817-1897)19世 紀 後 半 に 活 躍 し た イ ン ド 。 ム ス
リ ム の 社 会 改 革 者,歴 史 家,思 想 家,教 育 家.ア リー ガ ル運 動 の 指 導 者.デ リー 出 身.東 イ ン ド会
社 に 長 く勤 務 し た が,1T°・i'イの 反 乱 以 後 植 民 地 化 さ れ た イ ン ドを 憂 い,特 に イ ン ドに 冷 け る ム ス リ
ム 社 会 の 向 上,発 展 に 大 き く貢 献,生 涯 を捧 げ た.
27.Uaya,nandSarasva慣(18z4-83)ア ー リア 。サ マ ー ジ の 創 始 者.サ ン ス ク リ ツ
ト学 者.宗 教 。社 会 活 動 家.グ ジ ャ ラ ー トの バ ラ モ ン の 家 に 生 ま れ,22才 で 苦 行 者 と な り,師 に
つ い て 『 ヴ エー ダ 』の 学 習 及 び 修 行 に 励 む.各 地 を 遊 説,44才 で 宗 教 活 動,社 会 活 動 の 道 に 入 り
1875年 に ア ー リア 。サ マ ー ジ を設 立 す る.
28.Sa七yar七hPra燻sh『 真 理 の 意 味 の 啓 示 』(187a年)ア ー リア ・サ マ ー ジ の 理 念 が
盛 ら れ た啓 蒙 書.『 ヴ エ ー ダ 』 の 注 釈 書 も数 多 くあ るが,ダ ヤ ー ナ ン ドの 著 作 の 中 で も最 も著 名 な
作 品.イ ス ラ ム教 。キ リス ト教 等 の 他 宗 教 を 排 撃 し,ヒ ン ド ウー 教 優 位 や 「 ヴ エ ー ダ に 帰 れ 」 をn
く.'また教 育,特 に 女 子 教 育 の 重 要 性 を 力"lf[nする な ど彼 の 思 想,哲 学,活 動 を知 る 上 に 必 読 の 書.
29.Agr‾dwa.lVai曲yaアグ ラ ワ ー ル の 姓 を 名 の る 商 人 階 級.北 イ ン ド,中 央 州 出 身 で,貿 易
銀 行,金 貸 しに 従 事 す る 氏 族.
30.N諷ir5'Yiah(1688-1747)18世 紀 前 半 の ペ ル シ ア の 征 服 王.-uッ バ の
ナ ポ レ オ ン に 対 して,ア ジ ア の ナ ー デ ル!」シ ャ ー とし て 厂 世 界 征 服 者 」 の 異 名 を もつ.ア フ ガ ン族
オ ス マ ン 。 トル コ を制 覇,1739年 イ ン ドへ の 遠 征 を企 て る.カ ィ バ ル 峠 を 越 え,イ ン ダ ス(f(を
渡 り,デ リー に 侵 入.当 時 の ム ガ ル 皇 帝 ム ハ ン マ ドは 降 服 し,莫 大 な 財 宝 と 富 が ペ ル シ ア へ 持 ち去
られ た.
31.Nhzndi文字 金 融 業 者 た ち が 用 い て きた 特 殊 文 字 で 母 音 表 示 が な く簡 略 化 さ れ て い る.普
通,ム ン ダ ー 文 字(Munch)と 呼 ぶ..
32.ryaSama,j(アー リア 協 会)1875年 ダ ヤ ー ナ ン ドに よ つ て 設 立 さ れ た 宗 教 。社 会
改 革 団 体.北 イ ン ドを 舞 台 に 展 開 さ れ た 運 動 は,ヒ ン ド ウー 教 の 偶 像 崇 拝 。多 神 教 を 排 し,ヒ ン ド
ウー 社 会 の カ ー ス ト 。幼 児 婚 を 批 判 し,浄 化 さ れ 純 化 さ れ た 古 代 に 帰 る べ く 「真 正 ヴ エ ー ダ へ の 復
帰 」を 主 張 し た.こ の 協 会 は 創 始 者 の 遺 志 を 継 ぎ,各 地 に学 校 を 設 立 し て,ヒ ン ド ウー 教 徒 の 教 育
。社 会 事 業 に 貢 献 してNる .
33.Pla,tionalA㎎ユoVedieSchooユ(N.A.V.)もし くは1)ayanandAndユoVedicSchooユ(D.
A.V.)ダ ヤ ー ナ ン ドの 没 後,後 継 者 に よ りi886年 ラ ー ホ ー ル に ⊃.A.V.Schooユ(
1889年 に カ レ ッジ に 昇 格 し,以 後D.A.V.σ.と 呼 ば れ て い る)が 設 立 さ れ,バ ン ジ ャ ー ブ,
北 部 州,ラ ー ジ ヤ ス タ ー ン等 の 北 イ ン ドに ア ー リア 。サ マ ー ジ学 校,ア ー リ ア 女 学 校,D,A.V.
ス クー ル,D.A.V.カ レ ッ ジ と よ ば れ る ア ー ウア 。サ マ ー ジ系 の 学 校 が 次 々 開 校 さ れ て い つた.
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ム ラー ダーバー ドのN.A。v.もこの協会 の教育事業の一環 として設立された ものである.
34.Gurukul(方式)1892年,ア ー リア 。サマージは教育理念を異にする二派 に分裂.
菜食主義.グ ル クル方式の教育立場 を とるムンシー ラームの一派 とラーラー ・ラージバ トラーエ.
マハー トマ 。ハンス ラージ,バ ンデ イツ ト。グルダツト,ラ ー ラー 。ラールチャン ドラの率い る改
革派とである.前 者は1902年,ハ リドウワールのカーング リーにグル クルと呼ば れる独自の宗
教学校 を創設.こ の グルクル方式の主な学 校にはここに述べ られた リシクル 。サンスクリツト学校
の外 にグル クル ・カーング リー,グ ル クル 。ヴ リンダーワン,グ ルクル 。イン ドラブラスタ,ジ ヤ
ランダル女子大学,デ ーラrウ ーン女子 グルクル,ハ ー トラス 。アー リア女子大学 等があげ られ
る.改 革派は ラーホールのD.A.V.C.に準ずる高等教育機関を各地 に設 立している.
35.Patwari地税徴収のため土地 や農作物に関する記録をとる役人・
36.Katthakイ ン ドの古典舞踊には カ ッタク,マ ニプル,バ ラタ 。ナDヤ ム,カ クカ リの
4つの系統 がある.カ ツタクは北 イ ン ド(デ リー周辺)の 舞踊で,ム ガル王朝の庇護の下に発達 し
た.優 雅さを誇る一方,細 く,す らりと伸 びた足の運 びとグングルーをつげた足首から爪先の施回
及びステ ップは 目を見晴らせる ものがある.
(補 註)
イ ン ドの 現 行 教 育 制 度 に つ い て
イン ドでは教育制度審鷸会{1964～66)(一 般にK。thari審議会 と呼ばれる 〕の答串に
基ず き1968年 に議会 において学士号修得までの学年制を10。2。3。 年制に定めた.す なわ
ち,初 等教育は6歳 より始ま り,5年間の小学校(PrimarySch。。ユ),3年間の中学校(瓶ddユe
Sch。。1,」跏,i◎rHighSch。01),2年間の初級高等学校(HighSchool)、2年問の上級高等学
校{HigherSeconda・ySchooユ)を終了後3年 間の学士課程 となるわけである.実 業学校へ¢)進
学は初級高等学 校修了の10年 級以後で,1～3年 間の修業期間となる.現 在は旧制度か ら新制度
へ の移向期にあた り,各 州においてこれに統一す る努力がなされつつある.こ の10・2。3年 制
はすでにケララ,ア ーン ドラ,カ ル ナータカ.マ ハー ラーシ ユ トラ.グ ジ ヤラー ト,西ベンガルの
各州及 びデ リー中央直轄地 において実施に移されている.こ れ までの学士号修得 までの修業年 限は
州や行政単位によりま ちまちであつた.す なわち従来の学士課程修了までの修業年限は次の通 りで
ある.




ジヤンムー 。カシ ミー ル10十1(も しくはi1)十3
デ リー11十3
西 ベ ン ガ ル州10十1(も しくは11)十3
パ ン ジ ャ ー ブ州10十1(も しくは11)十3
マ ニ ー プ ル10十1(も しくほ11)十3
中 央 少卜i(M.P.)11十3
マハー ラー シxト ラ→ ・卜110十1(も しくは11)十3
《マラー トワーラー及 びヴィタンレバ)
ラージヤスタ 一ーン州10十1十3
ヒ マ ー チ ヤ ラ州10十1(も し くは11)十3
ハ リヤ ー ナ ー州10十i(も しくは ユ1)十3
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15年 間 で 学 士 課 程 修 了
ア ー ン ド ラ 州10十2十3ボ ン デ イ シ エ リー11十1十3
オ リ ツ サ 州11十1十3ビ ハ ー ル 州11十1(も し くは12)十3
ケ ー ラ ラ 州10十2十3マ ハーラーシ1ト ラ 州11十2十2
(ボンベイ 及 び 西 部 地 域)
グ ジ ヤ ラ ー ト 州11十1十3
マ イ ソ ー ル10十2十3
ゴ ア11十2十2
タ ミ ル ナ ーF州11十1十3
16年 間 で 学 士 課 程 修 了
アルナーチヤル州12十1(も しくは13)十3ナ ー ガ ー ラ ン ド12-i-1十3
ア ツサ ム 州12十1(も しくは13)十3メ ー ガ ー ラ ヤ11十2十3
〔北部州の インターミーデイエ ト(Intarmsdia七θ)課程は ユ1～12年 級のことである.)
また,初 。中等課程 に於げる学 年区分 も一様ではない.す なわち,小 学 校課程は大部分の地域
にむいて5年 制で あるが,グ ジヤラー ト州,ケ ー ララ州,中 央州(:VI.P.),マハーラーシ ユiラ,
マイソール州,ナ ーガー ランド,ゴ ア等においては4年 制であ る.
中学校はほとんどの州 で3年 制 であるが,ア....ンドラ州,ビ ハール州,オ リツサ州では2年 制
であ り,ア ツサム州,マ ハー ラーシ ユ トラ(ヴ イダルバ地域),ナ ーガー ラン ド,ゴ ア等では4年
制である.
なお㌔ イン ド共和 国憲法(IV-45)で は,14歳 までの児童の無償義務教育が保障されて
いる.
カ リキ ユラムについてみれば,現 行の中学 課程(第8学 年級)ま でが共通必修制 となってNる
が。新制度下では初等高等課程(第10学 年級)ま で,言 語,理 科,数 学,社 会科等の学科 目が共
通必修制 とな り,専 門課程の選択はそ れ以後となる
国立教育研究 。訓練所(Iv'CERT)がモテルとして提示 してい る初等課程のカ リキユラムは次
の通 りであ る.
1～2年 級


















年間授業 日240日,1日40分 授業5時 限(う ち1時 限は会合,ホ ーム 。ルーム等)
第一言語は母語,第 二言語は非 ヒンデ ィー語地域 では,ヒ ンデ ィー語.ヒ ンデ ィー語地域では
現代 イン ド語のいずれか.第 三言語は6年 級以上に於いて英語 とす る.
中央政府文部省の提示 する中 。高等謀程 のモデル 。カ リキユラムの構成は次の通 りである.
学 科 目 週間授業時限数(45分 授業)
第 一 及 び 第 二 言 語12
数 学7
理 科(物 理 学,化 学,生 物 学)7
社 会 科(歴 史,公 民学,地 理 学
経 済 学,商 業 学)7
社 会 実 習 及 び 社 会 奉 仕 活 動6
保 健 。体 育3
課 外 活 動3
計45
社会実習の中には,養 鶏 ・養蜂 。養魚 。農n園 芸'ラ ジオ組立 ・陶芸 。舞踊 。裁縫 。タイプ
印書 。写真術 。保育等々が含まれてお り,そ の中か らいずれか を選択す る.
r記の学制改革及 びそれに伴な うカ リキ ユラム変更は 目下進行中であ1)
,ビ ハール州に例をと
るな らば概略次のよ うになる.
1977年1月 よりの新年度に於いて10年 級までの学年進行 は4。4(2十2)。2と なる.
言語教育はいわゆる3言 語方式に より,ヒ ンデ ィー語地域 では ヒンディー語及 び英語のほかに近代
イン ド語(南 イン ド の言語のいず れか)が 教 授される.ヒ ンデ イRu地 域に属す るビハ ール州は
この方式 によれば南 イン ドの言語を教 えねばな らないが,教 員の養成が間に合 わないために第3学
年 か ら第10学 年までは当分の間,サ ンスク リツ トを必修す ることになる。ただ し,ヒ ンデ ィー語
(ビハール語を含む)を 母 語としない生徒は第3年 級か らヒンデ ィー語を第7学 年からヒンディー
語のほか,ア ラビア語,ペ ルシア語,サ ンスクリツト語の うちいずれか一言語 を必修しなけ ればな
らない.英 語は5年 級以上 必修.母 語は第10学 年 まで必 修.祉 会科の{は 第2年 級までは教科
書 を用いない.第3～4年 級で教科書を用いた社会科が教え られ,第5年 級か ら第 ユ0年 級までは
歴史,地 理,公 民学が教え られる.算 数 。数学 は第1年 級か ら第10年 級まで必修である.理 科は
第10年 級まで必修で あり,物 理学 。化学 。生物学は第8年 級 から始ま る.作 業 。社会実習は低学
年 では手工的要 素を持たせ,高 学年では技術習得的要 素を持たせている.
新制度の第1年 級か ら第5年 級及 び第7年 級には新しNカ リキエラムによる教育が行われ,第
6年級,第8年 級 第9年 級及 び第10年 級にはそれぞれ旧制 慶の第7年 級,第9年 級,第10年
級及び第11年 級 のカ リキ ユラムが 移 されることになつている.
訳 。註 槽 谷 博 子
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